
令和４年度１月（第１０回）雲仙市教育委員会定例会会議録 

 

期   日   令和５年１月２７日（金）午前９時２５分から午前１１時５０分 

場   所   雲仙市千々石庁舎３階 大会議室 

出 席 者   ・下田和章教育長 ・駒田義弘教育長職務代理者 ・仁禮智加子委員 

・永岡悦子委員 ・江川儀平委員  

        ・事務局   冨永教育次長、林田総務課長、中村学校教育課長 

内田生涯学習課長、加藤スポーツ振興課長 

 

 

欠 席 者   なし 

 

会議日程 

第１  前回会議録の件 

 

 

第２  報告事項 

（１） 教育長の報告 

（２） 各課の事業等の取り組み状況及び計画 

（３） 各課からの報告 

 

 

第３ 付議事項 

議案第２３号 議会の議決を経るべき議案についての意見の申出について（令和４年

度一般会計補正予算（第７号）について） 

議案第２４号 議会の議決を経るべき議案についての意見の申出について（令和５年

度一般会計当初予算について） 

 

 

 

 

 

第４ その他 

・令和４年度第２回雲仙市総合教育会議の協議テーマについて 

・次回雲仙市教育委員会定例会の招集日程について 

 

 

 

 

 

 

 



 教育長が令和４年度１月（第１０回）雲仙市教育委員会定例会の開会を宣言する。 

 

日程第１ 前回会議録承認の件 

「前回会議録承認の件」を議題とし、令和４年度第９回定例会会議録署名委員に駒田委員

及び永岡委員を指名する。 

 

教育長 

・特に意見、質問が無いことから、第９回会議録の承認を宣言する。 

 

 

日程第２ 報告事項 

（１）教育長報告 

・教育長が月例報告について資料により説明・報告について説明の後、教育次長より市内

小中学校におけるコロナウイルス感染状況の報告を行う。 

 

教育長 

・特に意見、質問がないことを確認する。 

 

 

（２）各課の事業等の取組状況及び計画 

 

事務局 

・資料により各課別に説明する。 

 

委員 

・ＡＬＴの２名の方について、これは７月末で退職希望のようであるが任期が今年７月ま

でということか。 

 

事務局 

・お見込みのとおりである。 

 

教育長 

・退職希望のＡＬＴの配置校はどこか。 

 

事務局 

・国見中学校と瑞穂中学校である。 

 

委員 

・給食費の値上げがあるということであるが、今現在、未納者が全体の何％位いるのか。 

 

 

 



事務局 

・小中学校に在籍をしている児童生徒の現年分の未納分であるが、国見センター管内が 38

名。南部センター管内が 32 名、市内全体で 70 名となり、率にすると 2.25％になる。 

 

委員 

・生涯学習課の少年の主張大会について、1 月 17 日開催の市青少年・子ども育成会議の役

員会には私も出席していたが、（英語スピーチコンテストとの）合同開催について、雑談

的な感じで投げかけをしたが、役員の中で、それはやめたほうがいいというような否定

的な意見はなかった。そんなに消極的ではなかったという印象を受けている。 

 

委員 

・二十歳の集いについて、去年と違った様子を見られて本当にすごくよかった。まず思っ

たのが、市歌のときに雲仙市の良い所や風景を流すという提案が実現されとてもよかっ

たが、大人から見れば「この映像は市内の〇〇だな」と思うが、そういう地域の場所（キ

ャプション）が入ってなかったのがちょっと残念に思った。今回の想い出のアルバムも、

これまでは卒業アルバムを切り取って、それを切り張りして流すだけだったのが、ひま

わりテレビ提供の動画が入っていて、今までと違ってすごくよかった。学校の恩師のイ

ンタビューもあって、今まで無かった事だったので、とてもよかったと思った。ただ、

そのアルバム制作費が 29 万 7,000 円掛かっているようで、これまでも同じアルバム制作

にそれぐらい掛かっていたのか。 

 

事務局 

・今回放映した「想い出のアルバム」のビデオは、ひまわりテレビに委託して制作した。

３つの会場（国見町文化会館まほろば、愛の夢未来センター、ハマユリックスホール）

毎に制作し、３会場分を一括で委託したところである。今年度は約 30 万円の費用をかけ

た。昨年度までは、生涯学習課の職員が自前で、市内中学校の卒業アルバムを切り貼り

して作っていたので、それにかかる制作費は発生していない。ただし式典の中で市歌を

流した際の画像は、フォトコンテストの中から選んでいる。これについては生涯学習課

が自前で作っているので、その分については費用は発生していない。 

 

 

委員 

・二十歳の集いについて、今年も本当に良かった。式典の当事者が、目的に応じた態度が

とれるように、小中学校のうちから経験を積ませ、身につけさせてほしいと思った。他

所では、荒れたところも幾つかあったようだが、それに比べると、本当に雲仙市内の子

供たちは立派に成長していると思った。ただ、残念なのがアンケートの回収が低く、恐

らく多くの方が満足されていると思うが、せっかくなので、今後に向けて声が聞けるよ

うな工夫をしていただければと感じた。もう一つは、（スポーツの）合宿が相次いで中止

になっているが、今後スポーツに関する誘致について明るい見通しを持てるのか。 

 

事務局 

・中止になった山梨学院、拓殖大学（の合宿）については、来年度もお願いしており、承



諾を頂いているところである。また、県のスポーツコミッションとも連携しながら実施

しようと思っている。今年度は小浜体育館がオープンしたことで、どうしても小浜体育

館にスポットが当たりがちだったが、来年度からは、雲仙市全体で受け入れるというイ

メージでやっていきたい。 

 

委員 

・総務課の建設事業で工期が 60 日以上の工事が多いようだが、これは年度内に完成するの

か。 

 

事務局 

・必ず年度内に終わるように計画している。もし終わらないと判断されれば、繰越手続が

必要になる。基本的に 3 月 31 日までには終わるように計画し工事を発注している。 

 

委員 

・実施する工事の中で、どの程度の規模で足場を立てて建設されてるいるのか分からない

が、仮設の足場を設置する際に、仮にその足場の高さが 10 メートル以上で、組立ててか

らその足場を解体するまでの期間が 60 日以上の場合は、設置工事の開始の 30 日前まで

に労働基準監督署に届出を出すことが義務づけられている。工事期間が 3 月 31 日までと

決められているため、もう少し余裕を持った工事予定を立てた方がよいのではないか。

万一、期間が 60 日以内のため労働基準監督署に届出を出さず、結局、契約変更等で工期

が延びた際に、もし死亡事故が起きてしまうと業務停止等法的な措置がとられることが

あるので、発注する側としては、もう少し気をつけていただきたいと思う。 

 

事務局 

・ご指摘については、課内で協議し、なるべく余裕を持って発注したいと思う。 

 

委員 

・2 月 11 日から 12 日にかけて長崎県スポーツ推進委員の大会で、ボッチャの実技を行うよ 

うだが、市民に向けてのボッチャの大会は今後予定されているのか。 

 

事務局 

・小浜体育館が出来たことによって、スポーツ推進委員として何をやるか協議を重ねてき

た。旧吾妻町時代に吾妻体育館が出来たときに、当時の体育指導員で何をやろうかと思

案し、その時に雲仙アヅマクロスが考案された。それにならってボッチャという競技を

やろうとなったところである。雲仙アヅマクロスについては、スポーツ推進委員の多く

が（アヅマクロス）協会の構成員になってしまい、その反省を踏まえて、興味がある者

がボッチャ協会を立ち上げて、障害者と健常者が活動できる場や一緒に楽しめる場をつ

くろうという目標を掲げている。今は育成段階という過程にある。 

 

教育長 

・大会誘致について、この 1 年間小浜体育館のこけら落としということで様々な取組が行

われ、本当に感謝している。今年 3 月 4 日にはＷリーグが開催予定であり、地方では生



でプロの動きやゲームが見られる機会が少ないので、できるだけ沢山の方が見られるよ

うな工夫をして欲しい。 

 

教育長 

・他に意見、質問がないことを確認する。 

 

（３）各課からの報告 

 

事務局 

・学校教育課から、雲仙市立千々石中学校不審者侵入による盗撮被害について説明する。 

 

委員 

・防犯カメラの画像がすごく悪かったと言っていたので、今後防犯カメラについて考えな

いといけないと思った。こんな田舎でも事件が起きることがショックであった。また、

聞いた話では、男の子が男子トイレにいたので、その男の子にも声をかけたほうがよか

ったと生徒たちが反省していたことを聞いた。 

 

委員 

・教育委員会事務局から不審者情報の電話あった時に、何歳ぐらいの方か聞いても、画像

が悪いと言われ、（防犯カメラを）改善するべきだと感じた。暗い所でも映るようなタイ

プに変えたほうがいいと思った。職員がずっと（防犯カメラの映像を）見ているわけに

もいかないので、今後何か手を打っていかないといけないと思う。私が考えたのが、警

察や地域の見守りボランティアの方たちが何時でも学校に入って、何時でも色々な人か

ら見られている状況を作ったり、「警察官立ち寄り」ステッカー等を入り口に貼るとか、

何か変なことをしそうな人たちを警告するような手だてをしなくてはいけないのではな

いかと思った。夕方、部活動等で校舎内にいる生徒たちもおり、子供たちに「どういう

ふうに自分を守るか」指導していかないといけないと思った。 

 

教育長 

・千々石中は、職員室が二階にある関係で、生徒玄関は施錠をしていただろうが、昼休み

や掃除時間の後、生徒がそこで施錠し忘れる等色々なケースがあっていると思われる。

そこは徹底して職員玄関だけを開けて、下に来られた方については連絡をもらう。保護

者からも、インターホンをつけてほしいという要望もあっているが、そこについては検

討しながらやっていきたいと思うし、各学校の防犯カメラについては、録画機が無かっ

たり作動していないとか、このような時になって初めて自分の学校の防犯機器の稼働状

況を改めて校長達が把握できた。カメラについては特に冬場は結露したり、レンズが曇

ったため映りが悪くなるというのはどうしようもないところだろうと思うので、できる

だけ予算が許せば、良い物を揃えていく必要があると思っている。 

 

委員 

・学校の敷地を考えると、どこからでも誰でも入れるというのが地方にある学校の特徴な

のかと思う。その中で、もっとできることというのは、先ほど教育長が言われたような



ことだと思う。まず、生徒たちに最悪の被害が出なくて良かったということ、二つ目に、

この容疑者に子供の関係者がいなかったということ。異常な状態をどこに知らせるのか

ということで、児童生徒と教職員も一本化して「職員室へ走れ」と言ったほうがいいの

かなと思う。また、日常の点検において、特に外トイレがある学校は、ちょっと念を入

れて定期的に見回りをする必要があると感じている。 

 

教育長 

・他に意見、質問がないことを確認する。 

 

事務局 

・学校教育課から、全国の学校に対する脅迫ファクスについて説明する。 

 

教育長 

・特に意見、質問がないことを確認する。 

 

事務局 

・総務課及び学校教育課から、寒波による小中学校等施設の被害状況と今後の対応につい

て説明する。 

 

教育長 

・特に意見、質問がないことを確認する。 

 

 

日程第３ 付議事項 

 

１ 議案第２３号 議会の議決を経るべき議案についての意見の申し出について（令和４

年度一般会計補正予算（第７号）について） 

           ※号数について、追加で補正予算案が出されたため「第８号」として上程される

こととなった。 

事務局 

・総務課、生涯学習課、スポーツ振興課が資料により説明する。 

 

委員 

・遊学の里にあるお風呂のことであるが、サウナにある椅子が壊れていて放置されている 

のではないか。椅子が階段状になっていて、壁側から外れておりグラグラするようだ。 

そのような情報は入っているか。 

 

事務局 

・情報として入っていない。すぐに確認する。 

 

教育長 

・他に意見、質問がないことから承認を宣言する。 



 

 

２ 議案第２４号 議会の議決を経るべき議案についての意見の申出について（令和５年

度一般会計当初予算について） 

 

事務局 

・各課資料により説明する。 

 

委員 

・小学校の給食費の計算では子供の数は 2,067 人とあるが、日本スポーツ振興センター災 

害共済負担金（歳出予算）のところでは児童数 2,012 人とある。またその財源（保護者 

負担金）のところでは 2,002 人となっている。どれが本当の児童数なのか。 

 

事務局 

・予算上の児童生徒数については、それぞれの予算科目で事情があり、積算をする予算に 

きっちり予算を組むと足りない場合がある。給食費では 2,067 人で計算をするが、災害 

共済負担金（歳入予算）では、余裕をもって小さな数値（2,002 人）を組むことがある。 

余裕をもって支出するためには、予定している児童生徒数よりも多く計算しないと、最 

終的に予算が足らなくなるため、そのような手法で計上している。 

 

委員 

・地域未来塾のことで、今回新たに予算を組むようだが、市内全部の町（旧７町）に、公 

民館で学習支援をするように計画しているのか。そのボランティアは何人予定している 

のか。 

 

事務局 

・長崎県学校・家庭・地域連携協力推進事業について、土曜日の子供の居場所づくりとい 

うことで、これまで小学生を対象に、土曜日の午前中に各種教室を開催しており、令和 4 

年度は 29 教室を開催している。内訳は、国見が 8、瑞穂が 3、吾妻が 3、愛野が 7、千々 

石が 3、小浜が 2、南串山が 3 で、可能な限り子供たちの居場所づくりの受皿として開 

催している。地域未来塾は、新規事業として県が実施要綱を変更し、中学生も対象にな 

った。新しい要綱が示されたのが最近であり、来年度取り組むため予算化しているが、 

これから講師や教室の内容等を企画し組み立てて行こうという状況である。 

 

委員 

・訪問指導員について、1 名予算確保されたというのは非常によかったと思う。また、教育 

委員会内での予算枠の中での調整というのは難しいところがあったかと思うが、工夫さ 

れた上での数字だと思う。これで頑張っていただければと思う。 

 

教育長 

・来年度に延期した市民運動会の期日について、学校における中体連や社会体育の試合等 

が入ってくるので、早めに市民運動会の期日を決定し、学校側へ周知するようお願いし 



たい。 

 

教育長 

・他に意見、質問がないことから承認を宣言する。 

 

 

日程第４ その他 

１ 総務課及び学校教育課より、令和４年度第２回総合教育会議の協議テーマについて説

明する。 

 

２ 次回、雲仙市教育委員会定例会の招集日程について、令和５年２月２１日（火）午後

１時３０分から雲仙市千々石庁舎３階多目的室で開催することを確認する。 

 

 

教育長 

・ほかに意見、質問、報告等がないことを確認し、令和４年度１月（第１０回）雲仙市教

育委員会定例会の閉会を宣言する。 

 


